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１．�2015年「FinTech元年」を振り返
って

高田　FinTechが台頭しており、それも、日々刻々
と変わっていくという現在進行形の状態にある。

そういった臨場感をぜひ語ってほしくて、本日の

座談会を開催した。FinTechは、今でこそ市民権

を得た形になっているが、１年前の今頃は、それ

程知られておらず、この１年間で大きな変化があ

ったように思う。2015年は、まさしくFinTech

元年だと言えるだろう。インフキュリオンの丸山

氏は、15年９月に立ち上げられたFinTech協会の

代表をされており、まさしく、現場を担っている

方である。また、弁護士の増島氏は、現在の海外

FinTechがもたらす未来の金融サービスはどうなるか
　

１．2015年「FinTech元年」を振り返って
２．これまでの注目点と今後の注目点

３．FinTechがもたらす未来
４．FinTechが進む中でのアナリストの役割
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